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日本国内の年間発電電力量と電源構成の推移1200
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貯水位

EL. 130.20m

貯水池の状況

(R3.11.24撮影)

貯水池
ドローン写真

2021/11/24
9時現在

平常時最高貯水位 EL.149,0m 平常時最高貯水位 EL.149.0m

洪水貯留準備水位 EL.135.3m
（6／16～10／15）
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水
が
さ
さ
え
る
豊
か
な
社
会

独

立

行

政

法

人

水
資
源
機
構

一
庫
ダ
ム
管
理
所

利水基準点
（ 虫生地点 ）
の場所

●
雨
量
、
貯
水
池
状
況
、
流
況

一
庫

大
路
次
川

野尻川

前川

藻
川

野間川

初谷川

ガウナイ川

田尻川

箕面川

一庫ダム

川 西 市
虫 生

猪 名 川 町

豊 能 町

一 庫 ダ ム の 主 な 年 間 貯 水 位 曲 線

10
月
の
月
雨
量
（
ダ
ム
流
域
平
均
雨
量
）

は
５
０
．
1
㎜
で
、

平
年
１
２
７
．
0
㎜
に
対
し

約
３
９
％
の
雨
量
で
し
た
。

一
庫
ダ
ム
の
下
流
河
川
の
状
況
は
、
利
水

基
準
地
点
虫
生
（
む
し
ゅ
う
）
へ
27
日
間
、

約
２
４
８
万

を
補
給
し
ま
し
た
。

11
月
24
日
現
在
の

貯
水
率
は
約
３
５
．
9
％
で
す
。

ｍ
３

弾力的管理試験（6/16～7/15)

Topics

令和三年（２０２1年）

11月号 Vol.24

一庫ダムの公式ダム
カードとオリジナルの
プライベートダムカー
ド（ １２月からは冬
バージョン）を配布！

水

力

発

電

設

備

一

庫

ダ

ム
の

す
い

り
ょ
く

は
つ

で
ん

せ
つ

び

一
庫
ダ
ム
の
水
力
発
電
で
使
用
し
て
い
る
水
車
は
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
で
す
が
、
そ
の

他
に
ノ
ズ
ル
か
ら
ふ
き
出
す
水
を
お
わ
ん
の
よ
う
な
バ
ケ
ッ
ト
に
当
て
て
回
転
さ
せ
る

ワ

ン
ポ
イ

ン
ト
豆

知
識

一庫ダム管理用発電所
一
庫
ダ
ム
で
は
1
．
2

か
ら

4
．
2

ま
で
の
放
流
を
行
う
時
に

は
水
の
落
差
を
利
用
し
た
水
力
発
電
設

備
に
よ
り
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

水
力
発
電
で
つ
く
っ
た
電
気
は
ダ
ム

管
理
で
必
要
な
分
を
使
用
し
、
余
っ
た

電
気
は
電
力
会
社
に
売
る
こ
と
で
ダ
ム

の
管
理
費
削
減
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
一
庫
ダ
ム
の
水
力
発
電
設

備
で
つ
く
り
だ
す
電
力
は
1
年
間
で

平
均
５
，
０
０
０
Ｍ
Ｗ
ｈ
も
あ
り
、

約
１
，
１
０
０
世
帯
が
使
用
す
る
電
力

に
相
当
し
ま
す
。

ｍ
３

ｓ

ｍ
３

ｓ

ケーシング

吸出し曲管

ランナー

これは、フランシス水車の断面です。 水 車 発 電 機 仕 様

水車使用

形式 フランシス水車

有効落差 ５９．０ｍ

使用流量 １．２～４．２㌧/m

回転速度 ７２０回転/分

発電機仕様

形式 同期発電機

最大出力 １，９００kw

電圧 ６，６００V

周波数 ６０Ｈｚ

一
庫
ダ
ム
の
水
力
発
電
設
備
は
、
建

設
当
時
、
第
2
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が

あ
っ
た
こ
と
を
契
機
に
設
置
し
た
も
の

で
す
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
叫
ば
れ
る
現

在
の
状
況
を
み
る
と
時
代
を
先
取
り
し

た
素
晴
ら
し
い
設
備
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
シ
ス
水
車
は
、
中
落
差
（
2
ｍ

～
７
０
０
ｍ
）
で
使
用
す
る
水
車
で
、

日
本
の
80
～
90
％
は
こ
の
フ
ラ
ン
シ
ス

水
車
を
使
用
し
て
ま
す
。

「
ペ
ル
ト
ン
水
車
」
、
水
の
量
に
よ
っ
て
羽
の
角
度
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
「
カ
プ
ラ
ン
水
車
」
や
「
バ
ル
ブ
水
車
」
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
一
度
調
べ
て
見
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
で
あ
な
た
も
ダ
ム
マ
二
ア
！
・
・
・
か
も
？
（
笑
）

日
本
国
内
の
年
間
発
電
量
の
う
ち

約
8
％
が
水
力
発
電
で
ま
か
な
わ
れ

て
お
り
、
近
年
は
太
陽
光
・
風
力
・

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
も
含
め
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
ま
か
な
わ
れ
る
割
合

が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

フランシス水車

同期発電機

～

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

時
代
を

先
取

り
～

バイオマス

石炭

地熱

LNG

風力

石油ほか

太陽光

原子力 水力

再エネ比率

原子力比率 石炭比率 LNG比率

今

月

の

一

庫

ダ

ムツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
情
報

や
お
知
ら
せ
を
い
ち
早

く
発
信
し
て
い
ま
す
！
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職
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異

動

季

節
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活

動
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〒666-0153

兵庫県川西市一庫字唐松4番地の1

TEL:072-794-6671

一庫ダム管理所
独立行政法人 水資源機構

一庫ダムHP

井補野

Ｐ

一庫ダム管理所

Ｐ

173

至川西市街

至能勢町

173

FAX:072-794-0590

10
月
28
日
（
木
）
、
毎
日
放
送

よ
ん
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
「
あ
り
が
と
う
！

縁
の
下
の
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
、
当
管
理
所
所
長
代
理

内

藤
信
二
が
「
阪
神
間
４
５
万
人
の
命

の
水
を
守
る
！
一
庫
ダ
ム
の
番
人
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

コ
ー
ナ
ー
は
、
関
西
人
の
生
活
を
支

川

の

「

耕

し

隊

」

に
お
い
て
、
産
卵
場
の
整
備
（
ク
ワ

な
ど
に
よ
り
川
底
を
掘
り
起
こ
し
、

ア
ユ
が
産
卵
に
好
む
浮
き
石
状
態

に
！
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
耕
し
作

業
終
了
後
は
、
周
辺
の
清
掃
活
動
を

行
い
、
美
し
い
猪
名
川
・
知
明
湖
の

再
生
を
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
“
川
の
「
耕
し

隊
」
”
参
加
者
に
は
、
ア
ユ
の
ぼ
り

に
ア
ユ
へ
の
思
い
を
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
の
５
月
下
旬
頃
に

は
、
川
を
遡
上
す
る
ア
ユ
と
ア
ユ
の

ぼ
り
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
見
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

季

節

の

行

事

＆

活

動

報

告

空

芯

菜

収

穫

10
月
11
日(

月)

、
空
芯
菜
の
種
蒔

き
を
し
て
く
れ
た
能
勢
小
学
校
５
年

生
の
皆
さ
ん
が
ダ
ム
貯
水
池
を
訪
れ
、

ダ
ム
貯
水
池
で
大
き
く
成
長
し
た
空

芯
菜
を
収
穫
し
ま
し
た
。
バ
ス
か
ら

降
り
て
き
た
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
栽

培
用
カ
ゴ
か
ら
大
き
く
は
み
出
し
た

空
芯
菜
を
見
て
、
驚
い
た
様
子
。

職
員
か
ら
収
穫
方
法
の
説
明
の
の
ち
、

収
穫
を
開
始
。
太
く
て
堅
い
茎
を
よ

け
て
、
お
い
し
そ
う
な
葉
を
上
手
に

収
穫
し
て
い
ま
し
た
。

え
る
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
に
一
日

密
着
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
、
内
藤
が

日
々
行
っ
て
い
る
ダ
ム
管
理
業
務
の

紹
介
に
加
え
て
、
一
庫
ダ
ム
の
役
割

に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
、
一
庫
ダ
ム
を
関
西
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
い
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

10
月
15
日(

金)

、
17
日(
日)

に
“
川

の
「
耕
し
隊
」
”
を
開
催(
主
催
：
一

庫
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協

議
会)

い
た
し
ま
し
た
。

（
10
月
17
日(

日)

は
、
悪
天
候
の
た
め
開
催
内

容
を
変
更
し
、
ア
ユ
の
学
習
会
を
実
施
。
）

一
庫
ダ
ム
貯
水
池
（
知
明
湖
）
で

は
、
ダ
ム
貯
水
池
を
海
と
み
な
し
生

息
す
る
ダ
ム
湖
産
の
ア
ユ
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
の
ア
ユ
の
産
卵
場
を

保
全
し
、
ア
ユ
の
再
生
産
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17
年

度
よ
り
ダ
ム
貯
水
池
流
入
部
の
浅
瀬

環
境
保
全
の
と
り
く
み

ア
ユ
の
産
卵
場
の
保
全
を
！

収
穫
し
た
空
芯
菜
は
、
そ
の
ま
ま

小
学
校
に
持
ち
帰
り
、
翌
12
日
の
給

食
に
チ
ャ
プ
チ
ェ
の
具
材
と
し
て
登

場
。
空
芯
菜
を
使
っ
た
チ
ャ
プ
チ
ェ

は
好
評
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

水
源
地
域
の
自
治
体
、
関
係
行
政
機
関
、
住
民
等
と

ダ
ム
管
理
者
が
連
絡
、
調
整
を
図
り
な
が
ら
水
源
地

域
活
性
化
を
目
的
に
構
成
さ
れ
た
会
で
す
。

（
主
催
）

一
庫
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会

龍化橋付近のアユのぼり

関
口

佳
那
美

（
管
理
班
）-

転
出-

令
和
元
年
11
月
か
ら
２
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

の
関
西
勤
務
、
そ
し
て
初
め
て
の
ダ
ム
管
理
で
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

の
２
年
間
で
し
た
。
在
籍
時
に
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
庫
ダ
ム
で

学
び
・
経
験
し
た
知
識
を
、
次
の
事
務
所
で
活
か
せ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

２
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
後
日
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら

一
庫
ダ
ム
管
理
所
宛
に
お
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
空
芯
菜
の

栽
培
や
ダ
ム
の
こ
と
へ
多
く
の
児
童

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ダ
ム

職
員
も
い
い
取
り
組
み
に
な
っ
た
と

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
一
庫
ダ
ム
と
能
勢
町
が
協

同
で
実
施
し
た
ダ
ム
湖
に
お
け
る
水

質
浄
化
活
動
は
、
今
回
の
空
芯
菜
収

穫
を
も
っ
て
、
今
年
度
の
取
り
組
み

は
終
了
で
す
。

10
月
19
日(

火)

、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
異
常
発
生
等
を
原
因
と
す
る
水

質
異
常
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、

原
因
究
明
に
必
要
と
な
る
採
水
器
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
水
質
計
及
び
顕
微
鏡
と

い
っ
た
水
質
調
査
機
器
の
使
用
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で

は
普
段
、
水
質
調
査
機
器
を
使
用
し

な
い
職
員
も
参
加
し
、
い
ざ
と
い
う

時
に
使
用
で
き
る
よ
う
技
術
の
習
得

に
努
め
ま
し
た
。

顕 微 鏡 使 用 状 況

採 水 器 利 用 状 況

確認された植物プランクトン

ダ
ム
貯
水
池
で
は
、
ダ
ム
貯
水
池
の

水
質
を
守
る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
の

ひ
と
つ
で
す
。

水

質

調

査

機

器

の

使

用

訓

練

大きく成長
した空芯菜

実際の調理中の写真 ( ^ ^♪

チャプチェは、野菜
と春雨の炒めもの日
本でもおなじみの
韓国料理です。

仔鮎

ダム湖から
河川へ

稚アユ

●
ダ
ム
湖
産
の
ア
ユ
と
は

本
来
は
海
ま
で
下
る
仔
鮎
が
、
ダ
ム

湖
を
生

育
の

場
と

し
て
、

大
き
く

な
っ
た
鮎
が
再
び
ダ
ム
湖
上
流
の
河

川
へ
遡
上
し
産
卵
す
る
と
い
う
サ
イ

ク
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
す
。

「
日
本
一
の
里
山
」
に
残
る
小
学
校
舎

周
辺
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

黒

川

公

民

館

(

旧
川
西
市
立
黒
川
小
学
校)

く

ろ

か

わ

こ

う

み

ん

か

ん

舎
を
活
か
し
、
同
年
よ
り
公
民
館
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
憩

い
の
場
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活

用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ド
ラ
マ
の
撮

影
現
場
に
も
な
り
ま
し
た
。

昔
な
が
ら
の
木
造
校
舎
は
１
世
紀

を
経
た
現
在
も
そ
の
雄
姿
を
残
し
、

周
辺
の
里
山
風
景
と
あ
い
ま
っ
て
、

訪
れ
る
人
の
郷
愁
（
き
ょ
う
し
ゅ

う
）
を
誘
い
ま
す
。

春
に
は
エ
ド
ヒ
ガ
ン
な
ど
の
桜
が

山
々
を
彩
り
、
秋
は
紅
葉
四
季
折
々

の
景
色
が
楽
し
め
ま
す
。

歩くとミシミシという音も
耳に心地いい、木造の廊下。

当時の大きな版画作品。懐かしい
駒まわしの様子が描かれています。

動画にて黒川

公民館を紹介

しています。

ぜひ、ご覧く

ださい！

知明湖

一庫ダム

一の鳥居駅

山下駅

光風台駅

妙見口駅

至川西市

黒川公民館

所 在 地 ・川西市黒川字谷垣内２９５
開館時間・月曜～金曜日（祝日除く）

午前9時～午後5時
休 館 日 ・12月29日～1月3日まで
電 話・０７２-７３８-０１０７

旧
川
西
市
立
黒
川
小
学
校
は
、
昭

和
52
年
に
休
校
と
な
り
ま
し
た
が
、

明
治
37
年
（
１
９
０
４
年
）
建
築
の

北
校
舎
と
昭
和
22
年
建
築
の
南
校


